
下記4つの例は、いずれも京都メカニズムのクレジットを活用したオフセットであり、

京都議定書で定められたマイナス6％に貢献するものです。 

カーボンオフセット年賀 
郵便事業株式会社 

日本の温室効果ガス削減目標
マイナス6％への貢献を目的
とした寄附金（5円）付き年
賀はがき。郵便事業㈱も同額
を寄附し、はがき購入者と一
体となって行うオフセット。 

「グリーンとしま」を再生する 
キックオフイベント 
豊島区 
イベント周知用ちらしの作成
や会場のエネルギー利用によ
り発生したＣＯ2について、イベ
ント主催者がＣＯ2排出権を活
用して行うオフセット。 

「ビサルノ」カーボンオフセット付 
ワイシャツ 
丸井グループ 

洗濯機で丸洗い可とすることで、
クリーニングを必要とする同社
他の商品に比べ、ＣＯ2排出量
を約 40％低減（同社調べ）
するとともにオフセットもつけ
た商品。 

月刊『ソトコト』CO2排出権付定期購読 
株式会社 木楽舎 

年間365kgのＣＯ２削減にチャレンジする定期購読者の意
思を反映し、『ソトコト』が同量のＣＯ２排出権を購入。『ソ
トコト』と読者が一体となって行うオフセット。 

CO2に価格がつく時代がやってきた 
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暮らしの中の様々な活動から排出されるＣＯ2などの温室効果
ガス排出量を認識し、省エネ活動などをしたうえでなお発生し
てしまうＣＯ2を、クリーンエネルギー事業への支援や、植林
の推進などによって相殺する考え方を「カーボンオフセット」
と呼びます。英国をはじめ、日本でもカーボンオフセットはす

でにたくさんの企業や団体が取り入れていて、わたしたち区
民が気軽に参加する機会も増えてきました。暮らしの中でエ
ネルギーを使用するかぎり、ＣＯ2排出量をゼロにすることは
できません。これからの環境をよりよいものにするために、カ
ーボンオフセットという新しい考え方を取り入れてみませんか。 
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読者のみなさん 
【365kg/CO2 排出権】 

CO2 排出削減 
貢献証明書を発行 

【定期購読申込】 
1人、1日、1kgの 
CO2 削減にチャレンジ 
 


